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事例研究［論文］

COVID-19の脅威とメディア利用行動の変化
―消費者セグメントの遷移の把握―

猪狩　良介，竹内　真登

1. はじめに

新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) のまん延
とそれに伴う行動自粛により，消費者の生活様式は大
きく様変わりしている．NHK オンライン [1] による
と，2020 年 1 月 15 日に日本国内で COVID-19の感
染者が初めて確認され，同 2 月には国内で初の死者が
出るなど，本格的に国内で感染の広がりを見せた．感
染者は 3 月以降さらに増加し，4 月には全国で緊急事
態宣言が発出された．緊急事態宣言の発出と外出自粛
要請によって，消費者の多くは自宅での生活を余儀な
くされ，生活や消費行動にも変化が起きた．
本研究では，COVID-19のまん延する最中の消費者

のメディア利用行動の変化に着目する．COVID-19の
感染拡大やそれに伴う緊急事態宣言により，消費者は
一時外出自粛を余儀なくされた．それに伴い，持て余
した時間を過ごすために，テレビやインターネット動画
の視聴や SNS利用などさまざまなメディア・サービス
の利用時間が増加したと考えられる．一方で，2020 年
5 月末に緊急事態宣言が解除され，消費者は自宅外で
の活動をある程度再開した．また，夏秋には Go To

トラベルなどの政府による政策 [2] もあいまって，多
くの消費者が日常生活へと舵を切った．本研究では，
COVID-19のまん延や，まん延防止にむけた外出自粛
などの行動に起因するメディアの利用行動の変化や閲
覧・利用するジャンルの変化を分析する．コロナ前と
コロナ禍でのメディア利用行動の変化と，緊急事態宣
言明けに利用時間が元に戻ったのか，もしくは宣言明
けも元に戻らなかったのか，などを明らかにすること
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は学術的に重要な研究課題である．
実際，既存研究には行動変容と，その新しい行動の習

慣化もしくは以前の習慣に戻るのかについて議論する
ものもあり，特にソーシャルメディアやストリーミン
グサービスは消費者行動を大きく変化させる可能性を
秘めているという [3]. つまり，未曽有のパンデミック
の最中，消費者がどのようにメディアの利用行動を変
容させて，新しい行動を習慣化させたか，それとも元の
行動に戻していったか，その詳細を記録すること自体に
学術的な意義がある．こうした記録は，COVID-19収
束後に，行動変容に関する経済的，社会的な影響に関
する観点はもちろんのこと，メディアの利用時間の増
加が外出自粛に有効であったか，またそれはどのよう
な消費者に対して有効だったのかなど，さまざまな角
度から COVID-19 のパンデミックに関連した影響を
検証し直す際の重要な資料になりえる．さらに社会的
意義として，将来において大規模な自然災害および類
似のパンデミックが生じた際の消費者の行動を考える
際の手助けにもなる．
COVID-19が日本で本格的にまん延する前に総務省

情報通信政策研究所が 2020 年 1 月に実施した調査 [4]

では，1 日当たりのテレビのリアルタイム視聴の平均
時間は平日 161.2 分，休日 215.9 分，インターネット
の平均閲覧時間は平日 126.2 分，休日 131.5 分である．
一方で，同研究所が，COVID-19のまん延後の 2021 年
1 月に実施した調査 [5] では，テレビのリアルタイム
視聴の平均時間は平日 163.2 分，休日 223.3 分と特
に休日で約 7.4 分増加している．また，2021 年 1 月
のインターネット平均閲覧時間は平日 168.4 分，休日
174.9 分と，いずれも大幅に増加していることがわか
る．一方で，博報堂 DYメディアパートナーズが毎年
実施しているメディア定点調査の時系列分析 [6]による
と，2020 年 1～2 月初旬の調査では 1 日当たり／週平
均のテレビの平均視聴時間は 144.2 分，パソコンの平
均利用時間は 64.9 分，携帯電話／スマートフォンの平
均利用時間は 121.2 分であった．一方で，2021 年同時
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期の調査ではテレビの平均視聴時間は 150.0 分，パソコ
ンの平均利用時間は 73.3 分，携帯電話／スマートフォ
ンの平均利用時間は 139.2 分と，いずれの利用時間も
増加していることがわかる．特に 2020 年から 2021 年
ではメディア総利用時間は 411.7 分から 450.9 分と大
きく増加している．このように，COVID-19の国内で
の流行前後では，メディア利用時間が大きく変化して
いることがわかる．しかし，いずれも調査年度によっ
て異なる対象者に調査を実施しており，メディア利用
行動の変化を個人レベルで確認することは難しい．ま
た，これらのデータはアンケートベースの質問からメ
ディアの利用時間を取得しており，消費者の行動をロ
グで記録したものではない．
本研究では，2019～2020 年の 2 年間にわたりメディ

ア利用をログで記録しているシングルソースデータを
用いて，個人レベルの複数メディア（テレビとインター
ネット）の利用時間の変化を捉える分析を行う．また，
それぞれのメディア・ジャンルにおいて視聴・閲覧する
ジャンルは異なると考えられる．たとえば，テレビで
はドラマやスポーツだけを視聴し，インターネットで
は動画サイトだけを閲覧する消費者もおり，ニュース
やドラマなど，特定のジャンルの視聴／閲覧時間が増
えていることも考えられることから，複数メディアの
ジャンル別の利用を扱う．また，メディア利用時間の
変化を捉える場合，期間別に平均を比較する，またデー
タを週などで集計して時系列解析を用いて分析する方
法などが考えられる．しかし，これらの集計モデルで
は，利用時間の増減の検証のみにとどまり，実際に変化
した消費者の特性や変化の要因などを解明することは
難しい．本研究では，複数メディアの各ジャンルにお
ける週別の利用時間の傾向をセグメンテーションとし
て潜在的なグループレベルで捉え，セグメント別のメ
ディア利用時間の変化と，セグメントの時間による遷
移を捉えるモデルを提案する．潜在セグメントの時間
変化は隠れマルコフモデル (Hidden Markov Model;

HMM) によって表現し，セグメントの遷移に対する
COVID-19の感染拡大に起因する影響を捉える．

2. メディア利用行動のセグメンテーション

2.1 先行文献
セグメンテーションは，マーケティング分野では古

くから用いられており，その方法論についてはWedel

and Kamakura [7]にまとめられている．セグメンテー
ションを統計分析により行うには，一般的には潜在ク
ラスモデルが用いられている [8–10]．クラスター分析

と比較した潜在クラスモデルの利点は，回帰モデルやロ
ジットモデルなどの消費者行動分析に利用される統計
モデルの背後に潜在セグメントを仮定できる点にある．
これにより，セグメントによる傾向（平均や分散など）
の違いや，回帰係数のセグメントによる違いを見るこ
とができる．しかし，潜在クラスモデルでは消費者の
セグメントの所属は一定で，時間によってセグメントへ
の所属が動かないことを仮定している．COVID-19の
感染拡大や感染防止対策により消費者の生活は変化し
ていると考えられ，セグメントの時間による変化を認
めた分析が必要とされる．
そこで，セグメントへの所属を一定とするのではな

く，時間による遷移を認めたモデルも提案されている．
特に，HMMを用いて潜在的な状態（セグメント）の
動的変化を捉える研究がマーケティング分野で多く提
案されている [11–13]．HMM では，潜在的な状態に
マルコフ過程を導入することで，潜在状態の時間変化
を表現することができる．加えて，共変量を導入する
ことで，潜在状態の遷移に影響を与える要因を考察す
ることが可能になる．マーケティングにおけるHMM

の応用については，Netzer et al. [14]を参照されたい．
2.2 分析モデル
消費者 i (= 1,. . . , n)，時点 t (= 1,. . . , T )，メディ

ア k (= 1,. . . ,K)，メディア k におけるジャンル
jk (= 1,. . . , Jk)のメディア利用時間 yitkjk を考える．
ここで yitkjk は利用していない場合は 0を取り，利用
している場合は 0より大きい値を取る打ち切りデータ
である．yitkjk の潜在的な利用時間を y∗

itkjk
とすると，

yitkjk = max(0, y∗
itkjk

)となる．
背後に観測されない潜在状態 m (= 1,. . . ,M)を仮

定した HMMを導入する．消費者 iの時点 tにおける
状態を表すインディケータを zit とすると，潜在状態
zit = mを所与とした潜在的なメディア利用時間を，

y∗
it|zit = m ∼ MVN(μ

(m)
t ,Σ(m)), (1)

と表現する．ここで，y∗
it = (y∗

it11, . . . , y
∗
itKJK

)T ,

μ
(m)
t = (µ

(m)
t11 ,. . . , µ

(m)
tKJK

)T である．µ
(m)
tkjk

は状態 m

におけるメディア k のジャンル jk の時点 t の平均，
Σ(m) は分散共分散行列である．
また，平均μ

(m)
t は平均 μ̄(m)，分散共分散行列Ψ(m)

をもつ多変量正規分布に従うと仮定する．

μ
(m)
t ∼ MVN(μ̄(m),Ψ(m)). (2)

これにより，潜在セグメント別のメディア・ジャンル
の利用時間の違いを把握することができる．
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次に，HMMの潜在状態の時間変化を表現する．潜
在状態 zit は，一次のマルコフ過程に従うと仮定する．
遷移確率行列は，

p(zit|zit−1) =⎡
⎢⎢⎢⎣

p(zit=1|zit−1=1) · · · p(zit = M |zit−1=1)
...

. . .
...

p(zit=1|zit−1=M) · · · p(zit=M |zit−1=M)

⎤
⎥⎥⎥⎦ ,

(3)

となる．ここで，
∑M

l=1 p(zit = l|zit−1 = m′) = 1, ∀m′

である．
状態m′ から状態mに遷移する確率は，多項ロジッ

トモデルにより，

p(zit = m|zit−1 = m′) =
exp(vitm|m′)∑M
l=1 exp(vitl|m′ )

(4)

for m′ = 1, . . . ,M,

と表現する．vitm|m′ はロジットモデルの確定項である．

vitm|m′ = wT
t λm|m′ for m′ = 1, . . . ,M. (5)

ここで，wは潜在状態の推移を説明する共変量である．
また，ロジットモデルの識別性のため λm|m = 0 と
する．
さらに，初期時点 (t = 1) の状態 zi1 は消費者のデ

モグラフィック属性 dを説明変数とした多項ロジット
モデルで表現する．

p(zi1 = m|γ) = exp(vi1m)∑M
l=1 exp(vi1l)

. (6)

ここで，vi1m はロジットモデルの確定項であり，

vi1m = dT
i γm, (7)

と表現する．また，識別性のため γM = 0とする．
本研究では，モデルはベイズ統計学の枠組みで

表現し，母数の推定にはマルコフ連鎖モンテカル
ロ (Markov chain Monte Carlo; MCMC) 法を用
いる．なお，各母数の事前分布としては，Λm′ =

(λT
1|m′ , . . . ,λT

m′−1|m′ ,λT
m′+1|m′ , . . . ,λT

M|m′)T，Γ =

(γT
1 , . . . ,γ

T
M−1)

T，μ̄(m) には多変量正規分布を，
Σ(m),Ψ(m) には逆ウィシャート分布をそれぞれ設定
する．また，μ

(m)
t の事前分布は MVN(μ̄(m),Ψ(m))

となる．ベイズ統計学を用いた HMM の母数の推定
については Scott [15] や Miglioretti [16] を参照され
たい．

3. 実証分析

3.1 データ
分析には，株式会社ビデオリサーチが提供する VR

CUBICデータ [17]を用いる1．VR CUBICは，消費
者のメディア利用に焦点を当てたシングルソースデー
タであり，消費者の複数メディアの利用をログにより記
録している．本研究では，テレビ視聴とインターネッ
ト利用の二つのメディアに焦点を当てる (K = 2)．イ
ンターネットはパソコン・タブレット端末・スマート
フォンからの利用を対象としている2．
分析には，2019 年 1 月から 2020 年 12 月までの

2 年間のデータを用いる．また，データは各消費者に
ついて週別のメディア利用時間を利用する (T = 104).

なお，104 週のすべてにおいて，テレビとインターネッ
トの双方のデータが取得できている人から 200 人を抽
出して分析する (n = 200).

テレビはリアルタイム視聴を対象とし，「報道」「教
育・教養」「ドラマ」「娯楽」「その他」の 5 ジャンルを
分析に用いる．一方で，インターネットはブラウザ利
用を対象とし，「動画」「SNS」「その他」の 3 ジャン
ルを分析に用いる3．各メディア・ジャンルの要約統計
量を表 1に示す．なお，メディア利用時間は（分/週）
を用い，分析時には log (利用時間 +1)と変換する．
メディア利用時間を週平均した時系列グラフを図 1に

表 1 メディア利用時間（分／週）

平均 中央値 標本
標準偏差

テレビ 報道 336.5 198.0 407.4

教育・教養 562.7 353.0 653.2

ドラマ 106.7 33.0 179.0

娯楽 429.5 273.0 480.0

その他 143.7 71.0 216.5

インター 動画 78.7 0.0 276.5

ネット SNS 75.7 0.0 317.1

その他 712.0 298.6 941.7

1 本研究では 2019～2020 年の 2 年間のデータを分析する．
これは，2018 年にデータ解析コンペティションで提供され
たデータとは期間が異なる．また，VR CUBIC の調査地区
は関東 1 都 6県（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・茨城
県・栃木県・群馬県）である．
2 本データはスマートフォンやタブレット端末によるアプリ
利用のデータも取得しているが，アプリの利用時間を連続で
取得できていないこと，また 2 年間のデータを取得している
対象者が非常に少ないことから，分析対象から外している．
3 YouTube は「動画」に，ブログや TikTok は「SNS」に
それぞれ含まれる．
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図 1 平均利用時間の時系列プロット (初期時点を 1 とした比)

示す．なお，各メディア・ジャンルの条件を合わせるた
め，図 1ではそれぞれ初期時点を 1とした比をプロッ
トする．横軸の日付は 1 週間のうちの最終日（日曜日）
を表示している．また，参考までに COVID-19 の新
規感染者数（全国）と「Googleトレンドのコロナの指
数 [18]4」も一緒に図に示す．メディア利用時間には季
節性が存在していることがわかるが，2019 年の変動と
比較して，テレビの「報道」や「教育・教養」の視聴
時間やインターネットの「動画」「その他」の利用時間
が 2020 年以降大きく変動していることがわかる．
次に，初期時点のセグメントへの所属を説明するデ

モグラフィック属性 di を定義する．di としては，「定
数項」「年齢」「性別（男性=1）」「結婚（既婚=1）」を利用

4 キーワード「コロナ」でトレンドを確認している．1 未満
の期間（COVID-19流行前）は 0とした．感染者数では捉え
られない COVID-19 のインパクトの強さとして用いる．一
見するとインターネット利用時間が増加すると Google トレ
ンド指標が高くなるという関係があると考えられる．しかし，
Googleトレンドの指数は全体的な検索の集計値であり，個人
レベルのインターネット利用時間との直接的な関係は小さい
と考える．また，Google トレンドのコロナの指数をメディ
ア利用を説明する変数として直接用いていないのは，新規感
染者数では捉えられない COVID-19 への消費者の関心がセ
グメントの遷移に与える影響を知りたいためである．

表 2 MSE および MSE 比

クラス数 MSE MSE 比
クラス数 1 5 . 00 1 . 00

クラス数 2 4 . 62 0 . 92

クラス数 3 3.88 0.78

クラス数 4 4 . 92 0 . 98

する．年齢の平均は 48.3，性別の男性の割合は 0.66，
既婚の割合は 0.67であった．加えて，HMMの共変量
wとしては，COVID-19の流行によるセグメントの変
化を検証するために，日本の COVID-19およびその影
響に関連した週別の変数を利用する．具体的には，w

として「定数項」「log (全国の COVID-19の新規感染
者数+1)」「Googleトレンドのコロナの指数 [18]」「緊
急事態宣言ダミー」「2020 年ダミー」を利用する．な
お，全国の COVID-19 の感染者数は NHK オンライ
ン [19]より作成した．

3.2 セグメント数の決定
MCMC は全体で 15,000 回行い，うち最初の

10,000 回を burn-in とし，最後の 5,000 回のサンプリ
ング値を用いて事後平均や事後標準偏差などを算出す
る．Geweke [20]の方法によりMCMCの収束を確認
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表 3 セグメントの特徴 μ̄(m)（事後平均・95％信用区間）

クラス 1 クラス 2 クラス 3

構成比（全期間平均） 38.0% 28.0% 34.0%

μ̄(m) TV（報道） 5.76 (5.70, 5.82) 5.69 (5.64, 5.74) 1.29 (1.17, 1.41)

TV（教育・教養） 6.41 (6.37, 6.45) 6.20 (6.16, 6.24) 2.08 (1.98, 2.18)

TV（ドラマ） 3.96 (3.88, 4.03) 3.83 (3.74, 3.91) −1.53 (−1.70, −1.37)

TV（娯楽） 6.16 (6.12, 6.20) 5.94 (5.89, 5.99) 1.75 (1.64,1.86)

TV（その他） 4.63 (4.56, 4.70) 4.59 (4.51, 4.67) 0.51 (0.35, 0.66)

インターネット（動画） 0.34 (0.21, 0.47) −13.88 (−15.52, −12.44) −1.54 (−1.78, −1.29)

インターネット（SNS） 1.30 (1.21, 1.40) −7.60 (−8.27, −6.98) −0.75 (−0.94, −0.58)

インターネット（その他） 6.70 (6.66, 6.73) 0.99 (0.85, 1.12) 4.92 (4.81, 5.02)

した．分析には，HMMを導入しないモデル（クラス
数 1）およびHMM（クラス数 2～4）を計算した．クラ
ス数の決定には平均二乗誤差 (Mean Squared Error;

MSE)5および MSE 比6を用いる．クラス数 3 が最良
モデルという結果になった（表 2）．以後，クラス数 3

の結果を解釈する．
3.3 結果 (1)セグメントの特徴と利用時間の変化
全期間のセグメント構成比およびセグメント別のメ

ディア・ジャンルの期間平均の母数 μ̄(m) の推定結果
を表 3に示す．μ̄(m) は事後平均および 95％ベイズ信
用区間を示す．全期間平均のセグメント構成比は，ク
ラス 1が 38.0％，クラス 2が 28.0％，クラス 3が 34.0

％という結果となり，いずれのセグメントもある程度
のボリュームがあることが窺える．
次に，セグメント別の期間平均の母数 μ̄(m) を解釈

する．分析時に利用時間の対数変換を行っており，ま
た潜在的な利用時間 y∗

itkjk
を導入していることから，

一部の推定結果はマイナスとなっている．まず，クラ
ス 1では，テレビ・インターネット双方の各ジャンル
の平均が他のクラスより大きく，いずれのメディア・
ジャンルも多く利用しているセグメントであることが
わかる．一方でクラス 2については，テレビの各ジャ
ンルの平均はクラス 1同様に高いが，インターネット
の平均が低いことがわかる．つまり，TVのみの利用
に特化しており，インターネットはほぼ利用しないセ
グメントであると解釈することができる．一方でクラ
ス 3はテレビの各ジャンルおよびインターネットの動
画・SNSの平均はクラス 1・2と比較してかなり低く，
インターネット（その他）だけはクラス 1ほどではな
いが平均がある程度高い．クラス 3は，あまりテレビ

5 zit を所与として μ
(m)
t を個人の予測値として，観測され

たメディア利用時間との誤差を計算した．
6 クラス数 1のMSE を 1 とした比を計算する．MSE 比が
1 未満の場合はクラス数 1 より良い結果であると解釈する．

を視聴せず，また SNSやインターネット動画なども見
ないセグメントである．インターネット（その他）は
EC サイトでの購入やメールの利用，検索エンジンの
利用などが含まれることから，インターネットは娯楽
としてではなく実用的に利用しているセグメントであ
ると推察される．
次に，セグメント別の時間による平均値の変化を把

握するため，母数 μ
(m)
t の解釈を行う．なお，μ(m)

t は
対数変換をしているため利用時間の変動が図 1と比べ
て小さくなっている点には注意されたい．ここでは，
図 1より COVID-19の流行前後で特徴的な動きをし
ていた，テレビ（報道），テレビ（教育・教養），イン
ターネット（動画），インターネット（その他）の四つ
を図 2に示す．テレビ（報道）やテレビ（教育・教養）
では，COVID-19の最初の流行がはじまった 2020 年
3 月頃までは μ

(m)
t はクラス 1 とクラス 2 でほぼ同

じ水準で推移していたが，COVID-19が本格流行した
2020年 4月以降は，クラス 1の方がクラス 2よりも高
い値となっていることがわかる．一方で，テレビ（報
道）やテレビ（教育・教養）についてクラス 3の μ

(m)
t

は COVID-19 流行前後でも大きな違いがないことが
見てとれる．また，インターネット（動画）やインター
ネット（その他）では，COVID-19流行後に特に実用的
にインターネットを利用しているクラス 3の μ

(m)
t が

大きくなっていることがわかる．逆にクラス 2のイン
ターネット関連については，COVID-19本格流行後に
はむしろ μ

(m)
t が小さくなっていることがわかる．な

お，図 2から，いわゆる第 1波が落ち着いた 2020 年
5月末以降でも，クラス 1のテレビ（報道）やテレビ
（教育・教養）の利用時間およびクラス 3 のインター
ネット（動画）とインターネット（その他）の利用時間
は 2019 年の水準までは戻っていないことが見てとれ
る．このように，セグメントによって利用するメディ
アとジャンルが異なること，また観測されない消費者
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図 2 メディア利用時間の母数 μ
(m)
t の時間変化（事後平均）

図 3 セグメント構成比の時間変化と COVID-19 全国新規感染者数

セグメント別のメディア利用時間の変化を把握するこ
とができる点が，本手法を用いる利点である．

3.4 結果 (2)セグメント構成比の時間変化
図 3 に，セグメント構成比の時間変化および参考

情報として COVID-19 の全国新規感染者数を示す．
2019 年と 2020年のセグメントの構成比の時間による
変化を比較すると，異なる動きをしていることがよく

わかる．
2020 年のセグメントの構成比を見ると，COVID-

19 の新規感染者が最初に増えたいわゆる第 1 波の時
期（2020 年 3 月後半～5 月中旬）に，クラス 1 の構
成比が増えていることがわかる．第 1波では 2020 年
4 月 7 日～5 月 31 日に 1 回目の緊急事態宣言が発
出されており，多くの消費者は外出自粛を余儀なくさ
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れた時期である．クラス 1はテレビ・インターネット
すべての利用時間が多いセグメントであり，この時期
にメディアを多く利用するクラス 1にスイッチした消
費者が増えていることがわかる．一方で，同時期には
クラス 2・クラス 3の構成比が下がっている．クラス
2はテレビのみに特化したセグメント，クラス 3はイ
ンターネット（その他）に特化したセグメントである．
普段はテレビのみを見る人や，インターネットの実用
的な使用（ECサイトやメールなど）をしていると思
われる人が第 1波の自粛期間に時間を持て余したこと
で，構成比が減ったと推察される．COVID-19の新規
感染者は 5 月以降一度落ち着き，緊急事態宣言は 5月
末に解除された．それに連動して，クラス 1の構成比
が減少していることがわかる．
その後，2020 年 7 月以降にいわゆる第 2波が到来し

たが，その間にセグメントの構成比には大きな動きは
見られなかった．しかし，第 2波が落ち着いた 10 月
以降，クラス 3 の割合が上昇していることがわかる．
この頃は，首都圏の大学では一部の対面授業を再開し
たり，Go to トラベルが本格化するなど，多くの経済
活動が本格的に再開した時期でもある．その中で，こ
れまでは主に自宅で時間を過ごしていた消費者が経済
活動を行うことで，自宅で過ごす時間が減り，メディ
アを多く利用するクラス 1の構成比が減少し，実用的
なインターネットのみを利用するクラス 3の構成比が
上昇したと推察される．2020 年 11 月以降には感染
者が再度増加し，いわゆる第 3 波が到来したが，クラ
ス 3の構成比は高いままで，クラス 1の構成比が再び
増えることはなかった．構成比の時間変化を見ると，
2020 年の第 1 波は，新型コロナウイルスという未知
のウイルスに対する恐怖もあり，第 2 波以降に比べる
と COVID-19 の新規感染者数はそこまで多くないに
もかかわらず，消費者のメディア利用に対する影響は
絶大であったことが窺える．しかし，感染者がより増
えた第 2 波以降では，徐々に COVID-19に関する情
報が蓄積されていたこともあり，消費者のメディア利
用への影響は第 1 波ほどではなかったと考えられる．

3.5 結果 (3)共変量の効果
最後に，状態遷移に影響する共変量 wの効果 λm|m′

の推定結果（事後平均・95％ベイズ信用区間）を表 4に
示す．表の「*」は 95％信用区間が 0を含まなかったも
のである．なお，同じクラス間の遷移（たとえばクラ
ス 1→クラス 1）の係数は 0である点に注意されたい．
COVID-19の全国新規感染者数や Google トレンド，
緊急事態宣言ダミーなどが，一部のクラス間の遷移に

影響を与えていることがわかるが，セグメント構成比の
時間変化の図 3を見てもわかるように，COVID-19の
新規感染者が増えることでメディアを多く利用するク
ラス 1へのスイッチが起こるという明確な結果を得る
ことはできなかった．前述のように，2020 年の第 1 波
は，第 2 波以降に比べるとCOVID-19の感染者数は多
くないにもかかわらず，消費者への影響は絶大であっ
たため，COVID-19の感染者数がクラス間の遷移にあ
まり影響しなかったと推察される．一方でクラス 2→
クラス 1の Google トレンドの係数がプラスに効いて
おり，また信用区間が 0を含むものの，クラス 3→クラ
ス 1 の係数もプラスの結果となっている．Google ト
レンド指数は第 1 波の時期に最も値が高くなっている
こともあり（図 1 参照），メディアを多く利用するク
ラス 1へのスイッチに Google トレンド指数がプラス
に効いていると考えられる．

4. まとめ

本研究では，2019 年から 2 年間のメディアの利用
をログで記録しているシングルソースデータを用いて，
COVID-19の感染者の拡大とそれに伴う外出自粛によ
る消費者のメディア利用の変化を分析した．COVID-

19がまん延する環境下における消費者のメディア利用
時間の傾向を潜在的なセグメントで捉え，その動的変
化を HMMによって分析した．
分析結果として，テレビ・インターネットいずれのメ

ディア・ジャンルも多く利用しているセグメント，TV
のみの利用に特化したセグメント，実用的なインター
ネットのみを利用するセグメントの三つが確認された．
また，各セグメントによって利用するメディアやジャ
ンルが異なること，COVID-19流行前後において，メ
ディア利用時間が増加したセグメントや，変化しない，
または減少したセグメントなどを把握することができ
た．さらに，セグメントの構成比は，第 1波（2020 年
3 月後半～5 月中旬）の時期に，いずれのメディアも
多く利用するセグメントの構成比が増え，同時期の他
のセグメントの構成比が減っていることが確認された．
また，第 2波が落ち着いた 2020 年 10 月以降，実用的
なインターネットのみを利用するセグメントの割合が
上昇していることが確認された．加えて，メディアを
多く利用するクラス 1へのスイッチに Google トレン
ド指数がプラスに効いていることが明らかになった．
このように，HMMを用いることで，期間別の平均

の比較や，集計データの時系列解析では捉えることの
できない，観測されないセグメント別のメディア利用
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表 4 セグメント推移への影響 λm|m′（事後平均・95％信用区間）

事後平均 95% 信用区間 事後平均 95% 信用区間
クラス 1 →クラス 2 クラス 1 →クラス 3

定数項 −4.947 (−5.421, −4.501) * −3.343 (−3.529, −3.163) *

COVID-19 全国感染者数 −0.081 (−0.203, 0.035) −0.095 (−0.200, 0.007)

Google トレンド −0.011 (−0.037, 0.009) −0.014 (−0.033, 0.004)

緊急事態宣言ダミー −0.609 (−2.196, 0.618) 0.977 (0.341, 1.628) *

2020 年ダミー 1.372 (0.462, 2.160) * 0.271 (−0.36, 0.878)

クラス 2 →クラス 1 クラス 2 →クラス 3
定数項 −4.466 (−4.848, −4.04) * −3.372 (−3.594, −3.173) *

COVID-19 全国感染者数 −0.146 (−0.326, 0.040) −0.051 (−0.142, 0.047)

Google トレンド 0.019 (0.003, 0.033) * −0.002 (−0.018, 0.010)

緊急事態宣言ダミー 0.110 (−0.807, 0.853) −0.456 (−1.308, 0.242)

2020 年ダミー 0.368 (−0.882, 1.520) 0.464 (−0.277, 1.168)

クラス 3 →クラス 1 クラス 3 →クラス 2
定数項 −3.251 (−3.466, −3.051) * −3.591 (−3.896, −3.346) *

COVID-19 全国感染者数 −0.141 (−0.243, −0.038) * −0.093 (−0.191, 0.00)

Google トレンド 0.012 (−0.001, 0.024) 0.002 (−0.013, 0.014)

緊急事態宣言ダミー 0.428 (−0.336, 1.160) −0.005 (−0.646, 0.602)

2020 年ダミー −0.029 (−0.709, 0.570) 0.667 (0.015, 1.334) *

※「*」は 95% 信用区間が 0 を含まなかった結果を表す．

時間の変化や，セグメントの時間による遷移の要因な
どを捉えることができた．このような消費者行動の背
後にあるメカニズムを解明できる点が，パネルデータ
と HMMを用いる利点であり，本研究はマネジメント
サイエンスの観点からも非常に重要である．
本研究は，COVID-19がまん延する最中の消費者行

動に焦点を当てており，異常事態が起きた際の消費者
のメディア利用の変化を捉えた研究として，学術的，
社会的な意義がある．まず学術的な意義として，本研
究ではセグメント別のメディア利用時間の変化を捉え
ており，コロナ禍のさまざまな行動制限や自粛が要請
される中で，メディア利用に関する行動の実態を示し
た知見自体に価値を見出すことができる．さらに，社
会生活の正常化の後に，行動変容に関する経済的，社
会的な影響などの検証を行う際の情報として参考にな
る可能性もある．加えて，社会的な意義として，将来
の自然災害および類似のパンデミックが起こった場合，
消費者の行動を予想する一助となりえる．本研究では
COVID-19関連の変数を用いて潜在セグメントの遷移
を捉えており，異常事態が起きた際のインパクトなど
を変数化することによって，消費者セグメントがどの
ように遷移していくのかを予想する参考になる．また，
類似の異常事態が生じた場合に，たとえば消費者が集
中することが予想されるメディアに積極的に行政が広
報する，また企業のプロモーションを集中させるといっ

た施策を考える際の参考にもなりえる．
本研究の限界として，スマートフォンやタブレット

端末からのアプリ利用を考慮することができなかった
点があげられる．近年，消費者の多くはスマートフォ
ンやタブレット端末からアプリを利用して SNS利用や
動画視聴を行っているが，本研究で用いたデータはア
プリの利用時間を連続で取得しておらず，同じ枠組み
で分析することができなった．加えて，本研究では長
期間のメディア利用をシングルソースで取得したデー
タが必要であり，アプリ利用を加えると分析に十分な
サンプルサイズを確保することができなかったことも，
アプリを分析に利用できなかった理由である．また，
本研究では 2019～2020 年の 2 年間のデータを利用し
たが，2021 年以降のデータを含めた分析も重要な課題
である．2021 年以降も COVID-19 は猛威を振るい，
2021 年には 2 回目以降の緊急事態宣言やまん延防止
等重点措置も発出・適用されている．この時期になる
と，特に飲食店の利用が大きく制限されたこともあり，
消費者のメディア利用行動もさらに変化した可能性が
ある．この時期のメディア利用行動を記録したデータ
が入手できれば，追加の分析を実施する予定である．
また，今回はセグメントの時間変化に影響を与える

変数wt は，COVID-19およびその影響に関連した変
数のみを利用し，消費者に関する変数を利用すること
ができなかった．たとえば，消費者の在宅時間やテレ
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ワークなどの有無の情報を週別のデータとして利用で
きれば，これらとメディア利用時間やセグメント遷移
の関係などを分析することも可能になる．さらに，本
研究では消費者のデモグラフィック属性 diは初期時点
のセグメントの所属を説明する情報として用いた．対
象期間の 2年で年齢は変化し，それ以外の属性（未既婚
など）も変化している可能性があるが，本研究ではデモ
グラフィック属性の時間による変化は考慮していない．
なぜなら，本研究のようなパネルデータの分析では一
般的に，年齢は開始時点の情報を利用して固定変数と
して扱うためである（たとえば，文献 [21]）．加えて，
利用したデータでは初期時点のデモグラフィック属性
のみ記録しており，たとえば未既婚の変化などは今回の
データでは取得できていない．そのため，ライフステー
ジの変化によるセグメント所属の変化を捉えることが
できていない点は本研究の限界である．COVID-19の
まん延，もしくはそのまん延防止にむけた外出自粛な
どといった行動に起因するメディアの利用時間の変化
とライフステージの変化の双方を捉えた研究も今後の
課題としてあげられる．

謝辞 論文の改稿において 2名の匿名の査読者から有
益なコメントをいただきました．また，本研究の実施に
当たり，株式会社ビデオリサーチから大変貴重なデータ
を提供いただきました．この場を借りて御礼申し上げま
す．また，本研究は科学研究費 (20K13624/20H01545)

による助成を受けています．

参考文献

[1] NHK オンライン，「新型コロナウイルス特設サイト」，
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/
（2022 年 4 月 15 日閲覧）
[2] 観光庁，「Go To トラベル事業関連情報」，https://www.
mlit.go.jp/kankocho/page01 000637.html（2022年 4月
15 日閲覧）

[3] J. Sheth, “Impact of Covid-19 on consumer behavior:
Will the old habits return or die?” Journal of Business
Research, 117, pp. 280–283, 2020.

[4] 総務省情報通信政策研究所，「令和元年度　情報通信メ
ディアの利用時間と情報行動に関する調査」，https://www.
soumu.go.jp/main content/000708016.pdf（2022 年
1 月 27 日閲覧）

[5] 総務省情報通信政策研究所，「令和 2年度情報通信メディア
の利用時間と情報行動に関する調査報告書」，https://www.

soumu.go.jp/main content/000765258.pdf（2022 年
1 月 27 日閲覧）

[6] 博報堂 DY メディアパートナーズ，「「メディア定点調査
2021」時系列分析」，https://mekanken.com/news/1623/
（2022 年 2 月 10 日閲覧）
[7] M. Wedel and W. A. Kamakura, Market Segmen-
tation: Conceptual and Methodological Foundations,
Kluwer Academic Publishers, 2000.

[8] W. A. Kamakura and G. J. Russell, “A probabilis-
tic choice model for market segmentation and elas-
ticity structure,” Journal of Marketing Research, 26,
pp. 379–390, 1989.

[9] S. Gupta and P. K. Chintagunta, “On using demo-
graphic variables to determine segment membership in
logit mixture models.” Journal of Marketing Research,
31, pp. 128–136, 1994.

[10] 猪狩良介，星野崇宏，“Online-Offline チャネルにおける
消費者の購買間隔と購買金額の同時モデリング，”オペレー
ションズ・リサーチ：経営の科学，61, pp. 589–599，2016．

[11] A. L. Montgomery, Li. Shibo, K. Srinivasan and
J. C. Liechty, “Modeling online browsing and path
analysis using clickstream data,” Marketing Science,
23, pp. 579–595, 2004.

[12] O. Netzer, J. M. Lattin and V. Srinivasan, “A hid-
den Markov model of customer relationship dynam-
ics,” Marketing Science, 27, pp. 185–204, 2008.

[13] S. Moon, W. A. Kamakura and J. Ledolter, “Es-
timating promotion response when competitive pro-
motions are unobservable,” Journal of Marketing Re-
search, 44, pp. 503–515, 2007.

[14] O. Netzer, P. Ebbes and T. H. A. Bijmolt, “Hidden
Markov models in marketing,” Advanced Methods for
Modeling Markets, P. S. H. Leeflang, J. E. Wieringa,
T. H. A. Bijmolt and K. H. Pauwels (eds.), Springer,
pp. 405–449, 2017.

[15] S. L. Scott, “Bayesian methods for hidden Markov
models: Recursive computing in the 21st century,”
Journal of the American Statistical Association, 97,
pp. 337–351, 2002.

[16] D. L. Miglioretti, “Latent transition regression for

mixed outcomes,” Biometrics, 59, pp. 710–720, 2003.
[17] 坂上潤,“VR CUBIC データの活用事例とコンペティ
ションへの提供，”オペレーションズ・リサーチ：経営の科
学，65, pp. 71–75, 2020.

[18] Google トレンド，https://trends.google.co.jp/tren
ds/（2021 年 10 月 11 閲覧）

[19] NHK オンライン，「日本国内の感染者数」，https://
www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/data-all/
（2022 年 2 月 18 日閲覧）
[20] J. Geweke, “Evaluating the accuracy of sampling
based approaches to the calculation of posterior
moments,” Bayesian Statistics 4, J. M. Bernardo,
J. O. Berger, A. P. Dawid and A. F. M. Smith (eds.),
Oxford University Press, pp. 169–193, 1992.

[21] 中村剛，『Cox 比例ハザードモデル』，朝倉書店，2001．

146（48）Copyright © by ORSJ. Unauthorized reproduction of this article is prohibited. オペレーションズ・リサーチ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType true
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00333
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00333
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 600
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ARA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /BGR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHT (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CZE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DAN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DEU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ETI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /FRA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /GRE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HEB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HRV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HUN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ITA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /KOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LTH (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LVI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NLD (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /POL (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /PTB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUM (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SKY (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SLV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SUO (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SVE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /TUR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /UKR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFFff08682aff0956fd969b6587732e53705237793e306e30a430f330bf30fc30cd30c330c8516c958b306b90693057305f002000410064006f0062006500200050004400460020658766f830924f5c62103057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200037002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e30593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers true
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


